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授業科目名 在 宅 看 護 学 特 論 Ⅱ 担当教員 小野　ミツ
西村　和美

Advanced Studies in Home Care Nursing Ⅱ

開講年次 1 年前期 セメスター １ 時間数（単位数） 30（2）

必修選択 専攻領域必修 授業形態 講義 使用教室

授業の目的
在宅療養者の健康と生活に活用できる理論やモデルを応用して、家族アセスメント、セルフケ
アアセスメント、生活環境アセスメントを行う能力を修得する。

到達目標

１． 在宅看護の利用者・家族の安全で安心した療養生活を支援するために、高度で専門的な身
体・心理・社会的な診断能力を持つ。

２． 在宅看護に関連する専門知識・理論を活用したアセスメントに基づく卓越した看護実践が
できる。

３．在宅看護における包括的アセスメントについて検討することができる。
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授業計画

１回 ICF モデルに基づいた在宅療養生活の支援
 ICF の理念と ICF モデルについて学ぶ。
２回 在宅看護におけるフィジカルアセスメント
 在宅療養者のフィジカルアセスメントの知識、技術について学ぶ。
３回 在宅看護における症状・徴候のアセスメント
 在宅療養者の異常の早期発見等のためのアセスメント技術の方法を学ぶ。
４回 自立を支援する理論と方法（１）
 在宅療養者のセルフケアおよびセルフマネジメント理論を学ぶ。
５回 自立を支援する理論と方法（２）
 在宅療養者とその家族のセルフケアアセスメントの知識と技術について学ぶ。
６回 在宅看護における生活環境のアセスメント（１）
 在宅療養者の安全で安心な療養生活のための環境アセスメントについて学ぶ。
７回 在宅看護における生活環境のアセスメント（２）
 ICF モデルに基づき、在宅療養者の生活行動・社会参加にかかわる生活環境のアセスメ

ントについて学ぶ。
８回 家族アセスメントと家族支援（１）
 家族アセスメントに必要な理論を学ぶ。家族発達理論、家族システム理論、家族ストレ

ス対処理論（ジェットコースターモデル、二重 ABC-X モデル）。
９回 家族アセスメントと家族支援（２）
 渡辺式家族アセスメントモデルを学ぶ。
10 ～ 11 回　家族アセスメントと家族支援
 在宅療養者とその家族の事例について、渡辺式家族アセスメントモデルを用いて、家族

アセスメントを展開し支援策を検討する。
12 ～ 15 回　在宅看護における包括的アセスメントの特性
 在宅療養者とその家族の事例について、包括的アセスメント（ICF モデル、フィジカル

アセスメント、症状・徴候アセスメント、セルフケアアセスメント、生活環境アセスメ
ント、家族アセスメント）を行う。さらに、在宅看護における包括的アセスメントにつ
いて検討する。

学習方法
主体的に学習に取り組めるテーマに関する大学院生のプレゼンテーションと討議を基本とす
る。

オフィス
アワー

月曜日・水曜日の昼休み

専門科目【在宅看護】
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評価方法 授業・討議への参加度（50％）、学習への取り組み・プレゼンテーション（50％）


